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学校と

家庭と

地域を

三島市立山田中学校

※学校ホームページでもご覧になれます。

１ お礼

ようやく春めいて参りましたが、まだまだ寒い日が続いております。卒業式や

修了式が間近に迫ったこの季節、生徒たちの成長ぶりを目にするにつけ、うれし

さと寂しさが同居する複雑な気持ちとなります。

平成 24 年度も終わりを迎えようとしています。保護者の皆様や地域の皆様には、
本年度も本校の教育活動に対し、大きなご理解とご支援をくださいましたことを

深く感謝申し上げます。

昨年度末からスタートいたしました「花植ボランティア」の皆様や PTA 役員の
皆様のご活躍により、寒い冬場でも花の絶えないきれいな学校となりました。今、

春の日差しを一面に浴びながら､日一日とその輝きを増してき

ています。その「PTA花壇」は、教室棟の南側にあります。
是非一度ご覧ください。

また、多くの学校行事へのご協力や、毎朝自宅前で、交通

指導をしながら子どもたちを見守ってくださったり、地区防

災訓練で中学生の役割をご指導くださったりと、地域活動の

中でも本校生徒の健全育成のためにご尽力くださいました。

皆様方のご協力のおかげをもちまして、無事、平成 24 年度を終えることができ
ます。ここで改めて保護者の皆様や地域の皆様に感謝申し上げます。ありがとう

ございました。

２ しめくくりの三月

さて、野山の草木は冬の厳しい寒さにじっと耐え、やがて来る春に備えて花を

咲かせる準備をしています。人も同じだと思います。三月は年度の終わる月です。

この時期は、今年度のしめくくりと新年度の準備に関わらなければなりません。

卒業していく３年生、進級する１，２年生ともに新しい年度を迎えるにあたり、

反省や心構えをきちんとし、けじめをつけなければなりません。

卒業する３年生にとっては卒業式が、進級する１，２年生にとっては修了式が、

同じ学舎で過ごした仲間と別れを告げると同時に、愛情を注いでくださった親や

教師、友情を育んだ仲間や共に生活した机や椅子に感謝し、最高に美しく輝いて

別れを告げる時だと思います。これが、四月から始まる新たなスタートへとつな

がっていきます。

つなぐ



３ 保護者の皆様、地域の皆様へ

卒業証書授与式は、年間の学校行事の中でも最も重要な行事です。卒業生にと

っては、中学校の全課程を修了し義務教育を終えるという大切な節目であり、自

信と誇りを持ち、お世話になった方々への感謝の気持ちを抱く記念すべき行事で

す。

また、在校生にとっては、生徒会や部活動で指導していただいた先輩に感謝し、

その門出を心からお祝いするとともに、先輩がこれまで築いた伝統や校風をしっ

かり受け継ぎ、発展させることを誓う行事でもあります。

さらに、３年生の保護者の皆様にとっては、義務教育９カ年を見守り、大切に

育ててこられたお子様の卒業式です。

学校では今、すべての方々に感謝し、最高に美しく

輝く姿で卒業証書を受け取ることができる、厳粛です

ばらしい式になるように準備を進めております。卒業

生の皆さんは、胸を張って卒業証書を受け取り、在校

生の皆さんは、しっかりした態度で見送ってほしいと

思います。ご家庭でのご協力をお願い申し上げます。

なお、山田中学校だより「つなぐ」は、今回をもち

まして終了とさせていただきます（文責者：校長の定年退職のため）。長い間通読

くださり、誠にありがとうございました。皆様方の末永いご活躍をお祈り申し上

げます。

体罰についてのアンケート、ありがとうございました。

先日、体罰についてのアンケートの生徒用・保護者用を実施いたしました。

実施に際しては、ご理解とご協力をいただきありがとうございました。これ

は、現在マスメディアを通じて報道されている体罰問題をきっかけに、文部

科学省が全国の小学校・中学校・高等学校を対象にアンケート調査を行って

いるものです。三島市では質問等のアンケート内容を検討し、各学校でほぼ

同一のアンケートを実施いたしました。保護者の方々から貴重な意見や質問

等いただきました。本当に、ありがとうございました。体罰の問題の根絶に

ついて、山田中学校は次のように考えて取り組んでまいります。

「体罰は、学校教育法で禁止されている行為であり、いかなる場合にも行

ってはならないものであり、生徒の人権を侵す行為であることを十分に認識

して指導にあたる。また、物理的なことだけでなく、自らの発する言葉の持

つ影響力を十分に理解し、人格を傷つけるような暴言を用いた指導は行わず

常に教育的配慮を持って生徒に接する。」という考えを教職員に繰り返し指導

し、研修を深めると同時に、何よりも生徒一人一人と教職員、保護者と学校

との信頼関係を築いていくことが大切であると考えています。今回のアンケ

ート実施も、信頼関係をより強く築いていく一助としたいと考えて記名式の

アンケートといたしました。今、その内容を精査しております。今後とも、

学校とご家庭がより強く信頼関係を築けるように研鑽したいと考えておりま

す。


